小学校４年【社会】『小学社会』（教育出版）　（例）
教科書を活用した家庭学習例～計画的な家庭学習へ向けて～
	
	課題内容

	第１回
	【小単元名】みりょくがいっぱい！知りたいな、４７都道府県【ページ】８、９ページ
【学習の流れ】
１　ゆうまさん、さくらさん、あおいさんの言い方を参考にして、自分たちの県の位置しょうかいをノートに書く。
２　他の都道府県で知っている場所をノートに書く。
３　「特産物」「祭り」「観光地」のテーマべつにしょうかいされている都道府県（１８道府県）について、地図帳でかくにんする。
【学びの確認】
・８、９ページにのっている場所いがいの都道府県について、「特産物」「祭り」「観光地」のテーマべつに、地図帳でかくにんしながらノートにまとめましょう。

	第２回
	【小単元名】日本地図を広げて【ページ】１０、１１ページ
【学習の流れ】
１　１０、１１ページを読んで、クイズの作り方をかくにんする。
２　カード（トランプくらいの大きさ）のおもてに県の形、うらにヒントを３つ書く。
※都道府県の名前に使われている漢字や県の位置、「特産物」「祭り」「観光地」のテーマなど地図帳を使ってヒントを作る。
３　お家の人にクイズを出す。
【学びの確認】
・クイズに出した都道府県は１０ページの表にチェックしましょう。

	第３回
	【小単元名】県の地図を広げて【ページ】１２〜１５ページ
【学習の流れ】
１　地図帳を使って、自分たちの県の土地の様子について気づいたことをノートに書き出す。
２　教科書１２～１５ページを読み、「学びのてびき」の「等高線から土地の高さのちがいを読み取る」の部分をノートにうつす。
３　自分たちの県の土地の高さが高い所、低い所について、地図帳を使って山地や平地、市町村の名前をかくにんする。
【学びの確認】
[bookmark: _GoBack]・３で書いたものをお家の人にかくにんしてもらいましょう。



